
Ⅲ．自ら行動し、共に感動し、信頼される人づくり 

【ＪＡの基本理念等（イメージ）】

● 主要施策２
活力ある職場づくりを通じて、自ら行動し、組合員・地域住民と共に感動し、信頼され
る職員を育成します。

○ 職員満足度を高めるため、全職場で職場改善目標を設定し、職場づくり統一行動の取

り組みを実践します。 

○ 共通目標として、あいさつ運動、５Ｓ運動（整理・整頓・清掃・清潔・躾）、「報・連・

相」運動を実践します。 

○ 独自目標として、スマイルアップ運動、新採用職員世話人制度、感謝のポストカード

など職場の実態にあわせた取り組みを実践します。 

○ 職場を活性化させるための提案制度・報奨制度を新設します。 

○ 計画的・継続的な教育研修を実施し、専門的・総合的な知識・技能とやる気（使命感）

をもった職員を育成します。 

○ ＪＡ・県連・関連会社間での人事交流を実施し、職員の資質向上や現場対応力を強化

します。 

● 主要施策１
ＪＡの基本理念・ビジョン・共有価値観・行動原則を明確化するとともに、全役職員で
共有し、行動します。

○ ＪＡの基本理念・ビジョン・共有価値観・行動原則を明確化します。 

○ 基本理念等を全役職員で共有し、これにもとづいて日々の業務を実践します。 

農業を基軸とした協同活動を通じて、地域の人々と安

心で心豊かな地域社会づくりに貢献します。 

協同活動のよろこびをみんなで分かち合い、 

地域とともに、一緒に地域を元気します。 

農業が好き、組合員、地域住民が好き 

地域が好き、仲間が好き 

農業の発展に寄与しよう、職員である前に地域住民で

あろう、広い視野で周囲に目をくばろう、認め合い秩

序ある関係を築こう、積極的にチャレンジ 

基本理念

私たちは何のために 

存在しているのか 

ビジョン

私たちはどこに 

向かっているのか 

共有価値観

私たち職員はどのような考えをもつのか 

行動原則

私たち職員はどのように行動するのか 

（ＪＡあいち知多アグリスウェイを一部修正)
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【活力ある職場づくり実践イメージ】

意識改革と

リーダーシップの発揮

知識・技能・やる気

のレベルアップ

職 員
役 員

組織の基本理念・

ビジョン等の共有化

現場巡回の実施・四半期レビュー・意見交換の実施 

推進体制の構築職員提案制度の構築

習得知識・技能の発揮 

職員教育（ＪＡ教育研修センターおよび各連合会による研修）

階層別研修

管理者 

監督者 

中堅職員 

初級職員 

新採用 

常傭臨時 

資格認証試験

上級・内部監査士 

初級・中級 

営農・生活指導員  

ＪＡ基礎養成ｺｰｽ

中核人材育成研修

コア人材養成研修 

鷹山塾 

修了生に対する 

フォロー 

（海外研修など）

全職場で「職場改善目標」を設定

専門研修

金融プロの育成など 

職場づくり統一行動の取り組み（全部署共通いずれかを選択） 

 ・あいさつ運動  ・５Ｓ（整理・整頓・清掃・清潔・躾）運動 

・「報・連・相」運動 

職場実態にあわせた任意の取り組み（独自目標） 

世話人制度、感謝のポストカード、地域清掃活動・ｲﾍﾞﾝﾄ参画など 

各部署・支所

・役員が自ら描く基本理

念・ビジョン・職員像

等の明確化 

・あらゆる機会を通じた

基本理念等の発信 

・職場づくりの重要性の

再認識 
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